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ために使用される（倒産回復のための貸借対照表（balance sheet as cure））。」と述べられて
いる。これらのうち，第二の貸借対照表が，倒産した場合に支払う必要のある債務額を決
定する目的で使用されると解釈できる。










































準設定主体は，Sprouse and Moonitzと同様に，20世紀初頭に Hatfieldと
Patonによって主張された会計理論の考え方に依拠することになる。この































































た。FASBの当初メンバーの1人である Robert T. Sprouseは，収益費用観に暗黙裡に存在
するこの問題を説明するために，“Accounting for What-You-May-Call-Its”と題する論文を
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めの素材を Paton and Littleton（1940）に求めたい。伊藤（2018, ⅲ）では，「世
界の会計学を牽引してきた米国に焦点を当ててみると，20世紀前半のイノベ
ーションといえば，1940年に公刊されたペイトン＝リトルトン（W. A. Paton
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（買入のれん償却） XXX （買 入 の れ ん） XXX
帳簿価額＞買入のれんの価値である場合：



















































































































































わち現金もしくは現金等価額に基づく（on a cash or equivalent basis）金額
が，取得した有形要素に配分可能な総額を超える金額が，のれんの原価と
して認識可能なものとなる。
































（諸 資 産） A （現 金） C
（買入のれん） B













































（買入のれん償却） XXX （買 入 の れ ん） XXX
減損が明らかである場合：
（減 損 損 失） XXX （買 入 の れ ん） XXX
or
（利 益 剰 余 金） XXX （買 入 の れ ん） XXX
or
（減 損 損 失） XXX （買 入 の れ ん） XXX
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